













城西大学を創設したのは、 一つには、 近年向上しつつある国民の進学要望に応えるためであり、 二つには、 国家社会のよりよき形成者としての人材の育成は、 既成の大学だけでは充分でないと考えたからである。　
いうまでもなく、 学問はそ 自体 目的では





の高い教育家を教授陣に迎え、 その智と和を一体とした熱意ある指導のもとに、 高き理想をもち、 真理と正義にひたむきで、 英知と人間愛と勇気に充ち、 精神的推進力を持った現下社会の要求する有用な人材の育成を目 して 特色ある学風を創り、 国家社会の発展に寄与したいと念願している。　
大学はまた、 われわれが日々生活をともにし
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城西大学学歌
—  6  —
城西短期大学学歌







38年） 、 千葉県安房郡に生まれ、 安房中学か







「教育」 に対する熱意も大きく、 「国をつくるためには、 優秀で、 人間としての魅力にあふれた人材を育てなければならない」 と考え、 義務教育費や文教施設費の国庫負担や私学助成 事業にも力を注ぎました。そして １９６５年（昭和
40年） ４月には城西大学を創立し、 若き
日からの教育に対する夢を実現したのです。
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▲卒業証書を手渡す水田三喜男学長
創立者水田三喜男の生家である旧水田家住宅は、 江戸時代以来の酪農地である歴史を伝える建造物として貴重なものです。建築年代は、 母屋が江戸後期、 長屋門は母屋と同時期か明治初期と推測されます。創立者生家酪農地 あ 嶺岡牧場の歴史を伝える貴重な建造物。文化庁登録有形文化財、 「千葉県建築文化賞」 受賞
▲所在地:千葉県鴨川市
—  11  —
▲橋本博英画伯作
名誉理事長水田





45年） 勝又一透氏に師事、 「岬」 に投句。
１９７１年 （昭和
46年） より富安風生 若葉」 に投句。
１９７６年 （昭和
51年） 城西大学理事長に就任し、 以来２００４年 （平成
16年） 名誉理事長に退くまで、 城西大学の理事長として城西大学女子短
期大学部 （現城西短期大学） 、 城西国際大学を創立。俳人としても知られ、 句集 「白鳥」 や 「高麗堤」 などを刊行しています。
▲昭和57年4月8日、城西大学第18回入学式
▲国立婦人教育会館（現 国立女性教育会館）にて城西大学女子短期大学部第１回生たちと
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▲総合体育館は、アリーナ、温水プール等を整えています。
▲水田記念図書館は、完成とともに大学のシンボルとなりました。
—  15  —
▲清光会館のすばらしい形は埼玉景観賞を受賞しました。
理事長水田































性の自我と表現』 『フェミニズムの彼方』 『物語と反物語の風景』 『ことばが紡ぐ羽衣』 『二十世紀の女性表現』 『女性学と出会い ジェンダーで読む 〈韓流〉 文化 現在』 など多数。【研究分野】
 アメリカ文学、 比較女性文学、 ジェンダー文化
論、 現代詩、 文学批評
 
【所属学会等】 日本英文学会、 日本女性学会、 日本アメリカ文学会、 ポー学会、 日本近代文学館評議員、 日本ペンク ブ会員、 日本文芸家協 員
　
本日は学校法人城西大学、 および城西大学の創立40周年を迎えるにあたりまして 皆様に感謝の気持
ちをお伝えいたしたく存じましたところ、 このように多くの方々のご出席を得まして、 大変ありがたく存じます。お忙しい時間を割いていただき、 また遠方からおいでいただきました皆様、 そ て、 海外からお越し下さいました姉妹校の皆様に心から御礼を申しあげます。　
城西大学は、 戦後の苦難にみちた復興期を経て、 日
本がようやく順調で持続的な経済発展へと向か 始め、 新たな国際的な役割を担うべく期待されるようになった１９６０年代の半ば、 １９６５年 （昭和
40







日本が戦後の荒廃から立ち直るための仕事に心血を注いだ政治家でございました。その間、 自民党政調会長、 経済企画庁長官、 通産大臣、 大蔵大臣を歴任し、国の経済政策、 財政金融政策 おいてリーダー的役割を果たしました。また、 日本の復興と発展に伴って増大する国際的な役割と責任を果 すべく 賠償問題の解決から貿易為替の自由化、 円切り上げ 発展途上国への援助、 為替レートの正常化など、 ６度にわたる蔵相として、 際会議で 代表として活動た、 国際派の政治家でありまし　
しかし、 それとともに日本の真の振興と発展を果












たのは、 ひとえに創立者の志に賛同し、 フロンティア精神に燃え 一丸となって大学の基礎作りに専心した法人役員と教職員たち、 そして、 未だ名声もな 本大学の教育方針に信頼を寄せて子どもたちを送ってくださったご父母たち 学生を本学に推薦してくださった高等学校の先生方、 卒業 持続的に採用してくださった多くの企業、 そして、 地域の大学として、 本学を支持し続けてくださった坂戸市の方々の熱い気持ちと力の賜でした。　
城西大学が創立された１９６５年 （昭和
40年） は、
東京オリンピックの翌年で、 日本は高度成長期に入っていましたが ま まだ就職難 時代でした。それから今日まで持続的に城西大学の卒業生を採用し続けてくれた数多くの地方自治体 皆さんに、 あらためて感謝申し上げます。　
現在では、 ６万人を超す卒業生が、 しっかりと城西
大学を支援 、 後輩に温かい声援を送って れる、 頼もしい同窓会に育っております。ま 、 創立後 もなく発足した父母後援会は、 今でこそ他大学にもある組織となりましたが、 つい最近 は本学特有支援組織として教育 側面から支援し、 学内学外での課外活動の後援、 生生活の安全と充実のための
—  16  —
り、 千葉県は創立期の大学を支えた基盤地域でした。その後 城西大学は全国から 生が学びにくる大学へと成長しましたが、 創立者の地元である千葉のに城西大学をという要望 その後も強く、 城西国際大学が東金市 強い要請に応えて開設されました。設立にあったては、 城西大学の多数 教職員が協同して作業を行い、 また、 城西大学の多数の卒業生が職員と 現在まで大学の基礎作りに専心し おり、城西国際大学の事務局は管理職から若い職員まで、半数近くを城西大学の卒業生が占めております。　
現在では、 兄弟あるいは姉妹で城西大学と城西国
際大学に学ぶというようなケースも稀ではなく、 文字通りの兄弟校、 姉妹校としてお互 の 院へ進学し合ったり、 海外の姉妹校を共有して 同じ海外プログラムに参加したり、 スポーツの応援も合宿も一緒に行う仲に育っています。１９９０年代は、 また、両大学と短期大学を基盤に福祉や医療薬学、 物質科学、 メディアなど、 新し 人材を必要とする分野や領域での教育の開拓と推進のための新たな学部の設置、 海外 、 国際交流 推進、 専門職業人の育成ための大学院の設置、 研究機関やセンターの開設積極的に行ってきました。現在では海外に
14の姉




の記念としたいというあり い支援 ご提案を同窓会、 父母後援会からいただいて、 本年１月には、 東京千代田区の紀尾井町に城西大学東京キャンパスを開設いたしました。東京キャンパス 三大学をつなぐ中心点に位置し、 遠隔教育、 大学院をはじ とする社会人教育、 海外教育の充実に役割を果 す施設となるように考えており す。　
また、 城西大学、 城西国際大学ともにスポーツと課









の指揮をとられました。生前の水田三喜男を支えてくださった方々こそが、 城西大学 創立期を経 、 今日までをしっかりと守ってくださっ 方々であることを考えますと、 創立者もよろこび、 感謝申し上げていることと思います。　
その間、 城西大学は学部増設、 大学院設置、 国際交
流の推進、 情報教育の推進、 そして施設の充実に努めてまいりましたが、 １９８０年代には、 清子理事長の指導のもとで、 「城西大学女子短期大学部」 を創設いたしました。女子短期大学部は、 女性の社会進出急速に進み、 また将来 労働力が減少していく日本でより高い女子教育の必要性が強まること 認識した本学の取り組みで が、 今日まで多くの 性職業人を育成し、 大学の多様化にも貢献する ろが大きかったと思います。今年から短期大学は男女共になり、 新しいスタートを切っております。　
さらに１９９０年代に入って少子化が現実化し、 教
育のグローバリーゼーションが 教育、 研究、 人材育成における大学間の競争が激しくなる将来に備えて、 学校法人の将来を考慮し、 清子理事長 もと 千葉県東金市に城西国際 開設いたしました。　
城西大学の創立期、 水田三喜男の出身地である千
葉県からは多くの 生が城西 に来て学んでお
外活動に力を入れてまいりました。創立者の文武両道の精神を継いで、 野球、 弓道、 駅伝をはじめとする陸上競技、 そしてサーフィンと全国制覇をしたクラブが目立つようになりました。　
このように城西大学が創立以来
40年、 さいわいに順
調な歩みを刻んでくることが きましたのは、 卒業生の就職先の企業をはじめとする社会からの大学への評価とさまざまな応援、 協同教育を推進してくれる附属高校をはじめとする全国の高等学校や予備校 先生方、 そして本学 教育に揺るぎない信頼 寄せださる父母後援会の皆さん、 母校愛に満ちて後輩に熱い声援を送ってくれる同窓会の皆さ と、 本当に多くの方々のおかげです。講座を寄付してくださる企業も増え、 生命科学研究所やかずさアカデミーパークに創薬研究所も開設することができ した。　
昨年５月、 高齢のため水田清子前理事長が名誉理
事長になられ、 代わって私が理事長 仰せつかりました。ここまで法人事業を進展、 発展させ、 大学 礎を作ってこられた、 前理事長をはじめと る、 理事、監事の先達の方々に感謝し、 これからの大学教育 研究と人材育成に、 新しい決意を持ってあたりたいと考えております。　
21世紀を迎えた今、 日本の大学、 とりわけ私立大学
を取り巻く環境は厳しさを増すばかりで 城西大学を支援してくださる方々の今後一層のご協力とご支援、 ご理解が不可欠です。平和で豊かな未来の社会と文化 築き、 卒業生の皆が一人ひとり、 それぞれの充実した人生を切り開いて、 社会貢献 していくめに、 これからは建学の精神である 「学問による人間形成」 の 現が さらに重要にな ことでしょう。　
40年にわたる本学の教育、 研究成果と、 大学の伝統
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▲城西大学女子短期大学部の教授としての授業
▲国際文化教育センター設立
—  18  —
▲城西大学経営学部棟竣工式 ▲城西国際大学竣工式
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は、 その大半が日本における高等教育の成長期でもあり、 日本そのものの成長期でもありました。本学の使命も それに応える教育と研究の体系を築くことでありました。　
しかしながら、 近年の日本は成長一途の経済構造
から、 大きな変動と再構築の時代へと変わりました。さらに、 地域や国境を乗り越える国際化 情報化が進み、 社会構造も変化したことから、 高等教育もまた、 若い世代から社会人の再教育機会まで包括した幅広い対応を求められることとなりました。　
城西大学はこの激動の今を、 建学の創生期、 女子教
育の育成と城西国際大学の建学を行った第二の建学期をふまえた 「第三の建 期」 位置付けました。 「学問はそれ自体が目的ではなく、 あくまでも 間形成の手段である」 との建学の精神を今日に実現すべく、
現代政策学部社会経済システム学科、 薬学部薬学科と薬科学科の開設、 並びに城西短期大学のベースカレッジとしての機能向上も、 この具現の一つととらえています。　
このような組織改革に加え、 本学では社会体験の
ためのインターンシップ 拡充や資格取得といった特定の目的に特化した課外講座も活用し、 これを正課の授業と有機的に組み合わせることで、 さらなる質の高い教育の提供も目指しています。東京紀尾井町キャンパスの多重 な活用も、 この国家社会の重荷にたえられる人材養成のための教育拡充の一つとして位置付けています。　
城西大学の挑戦は、 日本に留まること く、 教育の
グローバル化 も必ずや応えられるものと確信しています。
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キャンパスの発展
















・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
学部紹介
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国際交流
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The 40th Anniversary of JOSAI UNIVERSITY
—  24  —
0創立40周年0
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0創立40周年0
▲創立40周年を迎えて　坂戸キャンパス
—  27  —
▲昭和41年
▲昭和45年








今日の情報化社会へ展開する科学技術計算機の導入が、「情報科学研究センター」 の母体となる 「計算センター」 設立に結びつきました。※導入計算機ＩＢＭ社 （ＩＢＭ１１３０） 主記憶装置容量
16キロバイト相当
—  30  —
▲発足当時
0創立40周年0







待望の総合図書館は、 創立者水田三喜男先生の栄誉と功績を後世に伝えるために 「城西大学水田記念図書館」 命名されました。館内には水田コレクションを収蔵する 「水田美術館」 が付設されました。
—  32  —
▲30万冊を収容する水田記念図書館
0創立40周年0
























































—  36  —
▲女子短期大学部棟竣工式
0創立40周年0









合体育館・学生ホールの竣工定礎式が関係者約２００人の参加を得て、 同館の 「屋根のある広場」 で行われました。
—  38  —
▲13,000平方メートル（4,000坪）を有する総合体育館
0創立40周年0
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▲埼玉景観賞1992 受賞
0創立40周年0
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0創立40周年0
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▲大学初のセミナーハウス
0創立40周年0
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宗子理事長をはじめ、 大学・工事関係者・来賓を含め総勢２００名が出席。式典後 祝賀会が行われ、 完成を祝いました。施設の見学会で 、 遠隔授業対応の教室で実際に紀尾井町と城西大学・城西国際大学の３点を結んでの映像が大型スクリーンに紹介されました。
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0創立40周年0















（元千葉ロッテマリーンズ、現住友金属鹿島硬式野球部） が始球式を務めまた。姉妹校である城西国際大学との対戦は、 一時台風の余波による雨にみまわれましたが、 選手たちの厚い気迫で台風を吹き飛ばすかのような熱戦が繰り広げられました。
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0創立40周年0









２日に執り行われました。経営学部棟は城西国際大学客員教授スニール ・ ボールド氏とヨランダ ・ ダニエル氏が設計を担当され、 豊かな自然環境を生かした設計となっています。経営学部の学生も参加しての華やかな式典となりました。
—  52  —
▲設計者スニール・ボールド氏（中央）  ヨランダ・ダニエル氏（左） ▲17号館を上空から見る「J」の文字
0創立40周年0
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The 40th Anniversary of JOSAI UNIVERSITY
—  56  —
0創立40周年0








—  58  —
0創立40周年0
同窓会誌「けやき」第33号（平成3年12月15日発行）から収録
—  59  —
同窓会誌「けやき」第45号（平成9年10月1日発行）から収録
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0創立40周年0
同窓会誌「けやき」第45号（平成9年10月1日発行）から収録
—  61  —
同窓会誌「けやき」第45号（平成9年10月1日発行）から収録
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0創立40周年0
同窓会誌「けやき」第45号（平成9年10月1日発行）から収録
—  63  —
同窓会誌「けやき」第48号（平成11年3月15日発行）から収録
—  64  —
0創立40周年0
同窓会誌「けやき」第49号（平成11年10月15日発行）から収録
—  65  —
同窓会誌「けやき」第54号（平成14年3月15日発行）から収録
—  66  —
0創立40周年0
同窓会誌「けやき」第58号（平成16年3月15日発行）から収録
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0創立40周年0
同窓会誌「けやき」第59号（平成16年10月20日発行）から収録
—  71  —
同窓会誌「けやき」第58号（平成16年3月15日発行）から収録
—  72  —
0創立40周年0
同窓会誌「けやき」第60号（平成17年3月15日発行）から収録
—  73  —
同窓会誌「けやき」第60号（平成17年3月15日発行）から収録
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0創立40周年0
同窓会誌「けやき」第60号（平成17年3月15日発行）から収録
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The 40th Anniversary of JOSAI UNIVERSITY
—  76  —
0創立40周年0







開学間もない城西のキャンパスには、 広大な敷地と限りない学生たちの躍動がありました。現在では きな木陰をもたらす木々 、 まだまだ学生たちと同様に若々しい。ここに未来を背負う友が集っています。
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0創立40周年0
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0創立40周年0
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0創立40周年0











—  90  —
0創立40周年0
—  91  —
▲緑豊かな大学構内
The 40th Anniversary of JOSAI UNIVERSITY
—  92  —
0創立40周年0








在学生の父母・保護者の方とお会いし、 学業の状況、 日ごろの生活についての相談などを交わす機会として、 各地で地区懇談会を年一回開催しています。１９６７年 （昭和
42
年） を第一回として、 毎年実施している城西大学を代表する行事となっています。
—  94  —
▲昭和61年の地区懇談会
0創立40周年0








—  96  —
0創立40周年0
—  97  —
—  98  —
▲試食も楽しみ
0創立40周年0



















—  100  —
▲10周年記念式典にて
0創立40周年0







学校法人城西大学創立者 「水田三喜男先生の銅像」 建立除幕式が、 １９９１年 （平成３年）
11月３日の午後、 水田清子
理事長、 水田宗子専務理事、 松浦泰次郎学長など多数の大学関係者出席のもと厳かに挙行されました。
—  102  —
0創立40周年0











を迎えました。川越プリンスホテルでの記念式典には、続々と同窓生が来場し、 久しぶりに会う友達、 先生たちと語りあい、 更なる発展を誓いま た。
—  104  —
0創立40周年0









誕１００周年を迎える 者の遺徳を偲び、 東京紀尾井町キャンパスに城西大学・城西国際大学の同窓会・父母後援会のお力添えにより、 句碑が建立されました。
—  106  —
0創立40周年0
—  106  ——  107  —
The 40th Anniversary of JOSAI UNIVERSITY
—  108  —
0創立40周年0













































































化学科ではこれまで多くの化学技術者を養成し、 科学技術の発展に寄与してきました。しかし、 科学 の社会への浸透に伴い、化学技術者の役割もかなり多様化し、 化学についての深い知識ばかりでなく科学全般に対する広い知識を兼ね備えた人材が要請されています。この要請 応え ため、 化学科では基礎科学からナノテク ・ ＩＴ ・ 生命 学を含む幅広い教育を、 生一人ひとりの目標・関心に沿った履修モデルの形で用意しました。こうして、 化学を基礎にして関連する分野を広く理解することにより、 社会のさまざまな分野で活躍でき 人材 養成したいと考えています。
大学院
 理学研究科






物質科学専攻は、 「情報科学部門」 「分子物性光学部門」 「物質機能部門」 「分子設計部門」 の４ で構成されています。
21世紀









































今後、 食品や化粧品であっても医薬品と区別が困難なほど強い作用を持つ商品が開発・販売されることが予測されます。消費者が安心して美や健康を追求し いくためには、 商品の有効性や安全性、 誤用による有害性などにつ て、 的確な情報を提供できる人材が必要です。本学科では、 生活者の視点から安全性を守ることを念頭において、 食品や化粧品、 医薬品の産業分野で活躍できる専門家・技術者 養成 ます。
大学院
 薬学研究科







創薬に携わる研究者、 および医療分野で高度な問題解決能力を有する専門技術者の養成を目的としています。そのため専門知識ばかりでなく、 同時に多くの状況に適応可能 確固たる基礎 の修得と、 専門分野以外の幅広い視 の育成もめざした教育課程を配備しています。薬学研究科
　
医療薬学専攻 （修士課程）










—  117  —
薬学部は常時、 学生にネームカードをつけるように指導していて、 薬学科の学生は青いベルト色と定められています。近年、 医療機関や企業では、 職場での規律を正し、 さらに安全管理上の配慮から個人識別票をつけることが一般的になっています。この考え方を学生のときから養成することも、 このネームカード着用のねらいのひとつです。実験実習は少人数のグループで行われます。これにより薬物を扱う技術を養うことは当然ですが、 医療 現場が常にチームにより行動することから、 人と人とのコミュニケーション能力と協同作業への意識を形成するこ にも大きく役立っています。
—  118  —
0創立40周年0
薬科学科は、 身体やヒフの健康に関連するモノ （化学物質） や品物、 つまり医薬品・化粧品・食品などについて学び研究する学科です。そのため医薬品産業だけでなく、 化粧品や機能性食品産業からも注目されています。教育は実務重視型です。大学院に進学し、 さらに所定の授業等を修得することで 「薬剤師国家試験」 の受験資格を得ることもできます。薬科学科の学生は、 緑色のベルトのネームカードをつけていま 。１ ・ ２年次の授業 薬学科と共通するものも多く設けられています。





日本初の薬学部による医療栄養専門学科として、 バイオサイエンスを基盤に、 人間の健康における栄養の意味を理解する医療栄養学 学びます。薬理・薬物治療の基本的な科目を必修とするとともに、 より専門的な薬物治療の手法も修得できます。患者への適切な栄養指導や他 医療スタッフとの連携のために、 看護学演習・カウンセリング演習なども学びます。
大学院
 薬学研究科






薬、 食、 毒の生体作用を、 遺伝情報の発現 ・制御 （ゲノミックス） 、タンパク質機能の発現 ・制御 （プロテオミックス） ならびに代謝物変動の制御 （メタボノミックス） の情報に基づいて、 物質によって引き起こされるも として同列に議論することができる人材を育成する とに主眼をおいています。
▲国家試験合格率は、全国トップクラス
  （第19回100％・第20回99％・第21回
   100％）。従来の栄養学教育を医療の
   観点で見直した教育内容の成果です。
























































別科は、 グローバル化が急速に進む現在では、 アジア諸国から留学生を迎え入れるほどに成長しています。留学生のほとんどは、 日本語や日本文化を学び、 卒業後は城西大学、 城西国際大学を じめとする大学・大学院に進学し 将来の進路として、 「日本企業への就職」 を希望する学生が多いため、ＰＣ技能や資格取得の支援も行っています。日本文化専修課程 （上級
 １年コース）
日本文化専修課程では、 更なる日本語能力の向上と専門的知識の修得を目指し、 日本文化のほか経済や経営に関す 基本知識を修得します。日本および日本文化 解する国際人を目指すための課程です。日本語専 課程 （初級
 １年コース）
日本語専修課程では、 語の基礎を体系的に 習し の高等教育機関の授業 理解 きる能力の育成を目的としています。留学生は習熟度別にクラス編成され、 日本語教育の専門家が学生の能力に応じた指導を行い
▲社会見学や研究で学外へ出かけることもあります。
▲スリランカからの留学生。




















経営学研究科ビジネス ・ イノベーション専攻 （修士課程）本研究科は、
21世紀を迎えて激変する国内外のビジネス環境に対応




















経営学研究科ビジネス ・ イノベーション専攻 （修士課程）本研究科は、
21世紀を迎えて激変する国内外のビジネス環境に対応














































































—  129  —
The 40th Anniversary of JOSAI UNIVERSITY
—  130  —
0創立40周年0
—  131  —
国際交流
—  132  —



































カモーソン ・ カレッジは、 カナダ ・ ブリティッシュコロンビア州のビクトリアにある州立大学です。長期・短期の留学、 交換留学など幅広い交流を行っています。
▲カモーソン・カレッジの学生と共に
▲カモーソン・カレッジ理事長デビット・フィリップ氏が来学され、協定を結びました。

















































62年） 、 １９８８年 （昭和
63年） にＵＣＲ （カリフォルニ
ア大学リバーサイド校） へ留学した学生の様子です。






—  139  —
The 40th Anniversary of JOSAI UNIVERSITY
—  140  —
0創立40周年0













世話になった坂戸市、 東金市他関係者に理事長から感謝状・表彰状が贈呈されました。ま 、 両大学のマスコットの紹介があり、 城西大 は 「ジョーくん」 が、 城西国際大学は空飛ぶ青いクジラの 「Ｊ」 くんの可愛いキャラクターが披露されました。
—  142  —
0創立40周年0
—  143  —
—  144  —
0創立40周年0







わたって開催されました。城西大学・城西国際大学・城西短期大学が主催し、 各界の第一人者が講演し、 討論を重ね、 意義深い催しと高い評価を受けました。





































































































































































































































  活字文化のオープン ・ プラット
 




















































































—  147  —
The 40th Anniversary of JOSAI UNIVERSITY
—  148  —
0創立40周年0





























































































































































































































































































































































































経済学部経済学科 （入学定員４００人） 、 経営学科 （入学定員２００人）
 
　　






































































































































































































































































































































































































経営学科経営実務専攻 （入学定員１００人） 、 秘書専攻 （入学定員１００人）
 
　　






























































































































































































































































































経済学部経済学科 （入学定員７００人） 、 経営学科 （入学定員７００人）
 
　　
理学部数 科 （入 定員１２０人） 、 化学科 （入学定員１００人）
 































































































































































































































































































































城西国際大学 院人文科学研究科修士課程国際文化専攻 （入 定員






















































































































































城西国際 別科 文化専修課程 （入学定員










































































































































































































































城西国際 ・ 中国社会科 院アジア太平洋研究所主催第
4回日中女性学会議
　　　　　　　　　

























































































































城西大学女子短期大学 経営情報実務 科 （入学定員１３０人） 、 現代文化 科 （ １３０人） 設置認可
 
　　　　　　　　




















































































































































































































































城西大学経営学部マネジメント総合 科 （入 定員５００人） 設置届出
 





























































































































































































































城西国際 観光学部ウェルネスツーリズム学科 （入学定員１２０人） 設置届出
 











































































































学校法人 城西大学  40周年記念誌
2008年4月20日発行
発 行 者　水田宗子（学校法人 城西大学 理事長）
編集・発行所　学校法人 城西大学
　〒102-0094　東京都千代田区紀尾井町3-26
　TEL. 03-6238-1300（代表）
　FAX.03-6238-1299

